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［目的］網膜抗原とフロインドの完全アジュバン
トを用いた通常の接種では発症し得無かったマウ
スに対して、生後3日の新生児期に胸腺を摘出し、
網膜抗原を接種したところ、ぶどう膜網膜炎の発
症が認められたのでここに報告する。
［方法］生後3日のA／Jマウスの胸腺を摘出し
た。成長したマウスに計60μgの網膜S抗原と
IRBPの二種類の網膜抗原をフロイド完全アジュ
バントと混和し接種した。臨床症状は細隙灯顕微
鏡で確認し、病理組織はHE染色にて検討した。
接種抗原に対する免疫応答もリンパ球増殖試験と
酵素免疫吸着測定法（ELISA）にて測定した。
［結果］新生児期に胸腺摘出処置を施され、抗原
の接種を受けたマウスの50％にEAUを発症し
た（発症日、S抗原群：平均27日目、　IRBP
群：平均22、5日目）。対照群には発症が認あ
られなかった。組織所見の特徴は虹彩、毛様体炎
と網膜血管炎であった。抗原に対する免疫応答は
感作されたマウスに総て認められたが、発症した
群と発症しなかった群との間に明確な差は認めら
れ無かった。
［考案］新生児期に胸腺を摘出する事は、この時
期に胸腺で行われるサブレサーTリンパ球の末梢
化する機能を失う事が報告されている。そのため
血中の抗原を認識し活性化したヘルパーTリンパ
球は抑制されず、卵巣、精巣、甲状腺等に、それ
らのマウスは自己免疫性の炎症を自然に発現する
ことも知られている。眼球には抗原感作により炎
症を確認したが、自然発症しなかった。これは他
の組織が内分泌機関であり血中に大量の抗原を放
つのに対し、眼球から網膜抗原が放出される量が
微量で、自己の網膜抗原に対する反応も微弱な為
と考えた。網膜抗原の感作は、胸腺摘出によって
もたらされた免疫応答（ヘルパー／サプレッサL一一一
Tリンパ複比の不均衡）を更に強化し発症に至っ
たと考えた。
　わたしたちのからだを構成する細胞，組織の増
殖，成熟には多くの成長因子が働いていることが
知られている。今回わたしたちは，胎盤を中心と
した妊娠組織と成長因子，ことに造血系成長因子
との関連についてRNAレベルで検討を加えた。
　対象：妊娠8週，19週，40週の絨毛，脱落膜
組織を採取した。子宮内膜については，増殖期，
分泌期各1例つつ試験ソー一時に採取している。
　方法：1）Northern　blot　組織採取後すぐに
total　RNAを分離し，20μgつつagarose
formaldehyde　gel上泳動後，　membraneへblot
した。そして，c－fms　RNA　probe，G－CSF，
EGF　receptor　oligonucleotidesprobeを用い
てhybridizationを行なった。なお，　c－fms，
EGF－Rはbiotin；標識し，　G－CSFは32P標識
した。そしてstringent　wash後，それぞれ酵素
発色反応，またはaut・oradiograpyを行なった。
　2）組織in　situ　hybridization凍結切片を固
定後，pretreatmentし，　EGF－Rprobeを用い
てhy；bridizationを実施した。
　結果：C－fms，EGF－Rともに胎盤RNAs
のNorthern　blo七で，バンドが得られた。　また
組織in　situ　hybridiza七ionでは，　EGF－R　の
mRNAは胎盤トロホブラストで盛んに転写され
ていることが示された。G　一　CSF　probeを用い
たNorthern　blotでは，妊娠8週絨毛より　G－
CSF　mRNAは検出され，妊娠週数とともに増
加する傾向が認められた。
　考察：胎盤は，C－fmsなどの造血系成長因子
のレセプターや，EGFのレセプターを介してこ
れらの成長因子シグナルを受け，その成長，成熟
を促しているものと考えられる。そして，胎盤成
長を介して，造血系成長因子の一部は胎児発育に
影響していることが示唆された。
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